
(１)ＧＨＱの指示による接収を恐れ、金沢文庫の須弥壇の下に隠した図書(のちの「戦時文庫」1570冊) 
(２)接収された図書 
(３)金沢文庫の蔵書として編入した図書(貸出文庫は蔵書本体と区別して管理していた) 
(４)金沢文庫蔵書に編入し、その後、一部を県立図書館の一般書および郷土資料に管理換えした図書 
(５)廻付先で罹災した図書 
(６)他の図書館に無償で譲渡した図書 

  
  
  
  

─(2)ＧＨＱの指示による接収を恐れ、金沢文庫の須弥壇の下に隠した図書 
(のちの「戦時文庫」1570冊  

 
              (1)   
            貸出文庫(6333冊)─ 
             (3)金沢文庫蔵書に編入(実数不明) ──── (4)県立図書館の一般書へ管理換え(実数不明) 
                       (昭和44年ほか)        
             (5)廻付先で罹災(285冊) 
  
             (6)他の図書館へ無償譲渡(97冊) 
 

「戦時文庫」は「貸出文庫」の一部です。貸出文庫全体がその後どのような変
遷を辿ったのかは明らかとなっていませんが、記録を元に分類すると、以下の６
つに大別できます。 

神奈川県貸出文庫 
6,333冊（1946年9月調査） 

① ＧＨＱの指示により接収された図書（実数不明） 

② 接収を恐れ、金沢文庫の須弥壇の下に隠した図書 
   (県立図書館 「戦時文庫」 1,570冊) 

③ 金沢文庫の蔵書として編入した図書（実数不明） 

④ 金沢文庫蔵書に編入後、県立図書館の一般書および 
     郷土資料に管理換えした図書（実数不明） 

⑤ 廻付先で罹災した図書（285冊） 

⑥ 他の図書館に無償で譲渡した図書（97冊） 

正確な実数は不明ですが、貸出文庫の大部分が ①ＧＨＱの指示により
接収された図書 ②戦時文庫 になったと推測されます。 


